
要約：本研究の目的は，韓国における独居高齢者のセルフ・ネグレクトと自殺念慮の関係
を実証的に検証することである。A 市に所在する老人見守り基本サービスの遂行機関 3箇
所を利用する高齢者に対して調査票を用いた個別訪問調査を実施した。高齢者のセルフ・
ネグレクトと自殺念慮との関係を構造方程式モデリングで分析した結果，その因果関係モ
デルのデータへの適合度（CFI＝0.940, RMSEA＝0.055）は統計学的に許容できる範囲であ
った。高齢者の自殺念慮に対してセルフ・ネグレクトが統計学的に有意な正の関連性
（0.407, p＜0.001）を示し，セルフ・ネグレクト状態の程度が高いほど自殺念慮の程度が高
いことが明らかになった。考察では，本研究の結果に基づき，高齢者の自殺問題を解消す
るためのセルフ・ネグレクト予防の重要性について議論した。
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1．緒 言

韓国での高齢化率は 2018年に 14.4％に達し，今後も急速な高齢化が予想されてい
る。2019年度の 65歳以上の高齢者のいる世帯は全世帯の 21.8％であり，65歳以上の
高齢者のいる世帯のうち単身世帯は 34.2％と最も高い割合を示している（統計庁
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2019）。このような状況から，近年高齢者を取り巻くセルフ・ネグレクトが懸念されて
いる。韓国の中央老人保護専門機関（2016 : 27）の「2015老人虐待現況報告書」によ
ると，高齢者虐待件数は 2005年に 3,481件であったが，2015年には 6,154件と著しい
増加を示した。このうち，セルフ・ネグレクトの発生件数は 2005年に 36件（虐待全体
の 1.0％）であったが，2015年には 622件（虐待全体の 10.1％）に達し，高齢者虐待類
型に占める割合が飛躍的に増加した。
韓国では 119万人の高齢者単身世帯のうち，孤独死危険群に属する世帯数が約 30万
人に達すると報告されている（保健福祉部 2012）。高齢者単身世帯は，他の高齢者世帯
に比べて，より孤独を感じ，困窮者と欠食者が多く，何らかの健康上の問題を抱えてい
るという（鄭 2015 : 4）。なお，過去 10年間にわたって，韓国の自殺率は OECD 諸国の
中で最も高くなっており，2012年時点では 10万人当たり 29.1人であり，日本では
20.9人，アメリカでは 12.5人である。特に，韓国での 65歳以上の高齢者の自殺率は
2013年に 10万人当たり 64.2人となっており，それは OECD 諸国の平均 12.5人の約
5.1倍に相当する（統計庁 2014）。このように，韓国における高齢者を取り巻く自殺は
深刻な社会問題といえる。
上述した高齢者を取り巻くセルフ・ネグレクトと自殺を解消するため，韓国では

2007年に「老人福祉法」が改正され，独居高齢者への支援に対する法条項が設けられ
た。それに基づき，韓国政府は社会サービスの形で「老人見守り基本サービス」を施行
し，高危険群とみられる独居高齢者への見守りサービスが行われるようになった。李ら
（2013）は，満 65歳以上の独居高齢者 999名への調査から，老人見守り基本サービスと
独居高齢者のセルフ・ネグレクト予防との間には有意な関連があることを明らかにして
いる。「老人見守り基本サービス」とは，独居高齢者の生活実態及び福祉ニーズの把握，
定期的な安否確認，保健・福祉サービスの連携・調整，生活教育などを通した総合的な
ソーシャル・セーフティネットの構築を目的とする（保健福祉部 2017 : 111）。
セルフ・ネグレクトの状態が続くと誰にも看取られずに自宅で死亡する孤立死のリス
クが高まり（ニッセイ基礎研究所 2011；斉藤ら 2016），極端なセルフ・ネグレクトの状
態（特に不衛生な個人衛生）にある高齢者ほど自殺念慮（suicidal ideation）を有する傾
向がある（Dong et al 2017）。孤立死（孤独死）と自殺との関係については十分な検討
が行われていないが，孤立死の中に自殺を含めるか含めないかに対する意見は多岐にわ
たる（川口ら 2013）。このため，現時点では孤立死と自殺の関係を明確に区分すること
は難しいと考える。自殺は「自殺念慮→自殺計画→自殺企図」というプロセスの中で発
生し（O’Connell et al 2004），注目すべき点は自殺に至る要因の一つとしてセルフ・ネ
グレクトが挙げられていることである。したがって，人の生命に関わる重大な社会問題
ともいえる高齢者の自殺とセルフ・ネグレクトがどのような関連があるかを詳細に検討
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する必要がある。自殺に至る最初の段階である自殺念慮とセルフ・ネグレクトとの関係
が明確にされると，高齢者の自殺予防に向けた新たな知見が得られると推察される。
しかしながら，韓国と日本はもちろん，国際的にも Dong ら（2017）の研究以外には
高齢者の自殺とセルフ・ネグレクトとの関係を実証的に検証した研究は筆者が検討する
限り見当たらない。そこで，本研究では，独居高齢者に対してセルフ・ネグレクトと自
殺念慮との関係を実証的に検証することを目的とする。

2．研究方法

2-1．調査対象とデータ収集
調査対象は，韓国の A 市に所在する老人見守り基本サービスの遂行機関 3箇所を利
用する独居高齢者である。調査は老人見守り基本サービスの遂行機関に従事する独居老
人生活管理士による個別訪問調査で実施した。調査実施にあたって，独居老人生活管理
士には本研究の目的と趣旨を含め，調査票の記入方法と注意事項などについて事前説明
を行った。さらに調査票は無記名で実施すること，回収したデータは個人が特定できな
いよう処理・保管することなどを説明した上で，本調査に対する協力を得た。406人の
データを収集し，そこから単身世帯と回答していない高齢者や欠測値を有するデータを
除き，最終的に 373人のデータを本研究の分析に用いた。調査期間は 2019年 10月から
11月であった。本研究における調査は，同志社大学「人を対象とする研究」に関する
倫理審査委員会の承認を得て実施した。

2-2．調査内容
本調査では，対象者の基本属性（性別，年齢，月収，健康状態）に関する項目，そし
てセルフ・ネグレクトと自殺念慮に関する尺度で構成した。セルフ・ネグレクトについ
ては，鄭ら（2019）が開発した尺度を活用した。セルフ・ネグレクト尺度は「個人衛
生」5項目，「健康行動」4項目，「居住環境」4項目の 3因子 13項目で構成されてい
る。セルフ・ネグレクト尺度の 3因子二次因子モデルのデータに対する適合度は，CFI
が 0.921, RMSEA が 0.065であり，尺度の信頼性は Cronbach’s α＝0.803であった。回答
は 4件法（「全くあてはまらない」「あまりあてはまらない」「だいたいあてはまる」「と
てもあてはまる」）で求め，得点範囲は 13～52点である。得点が高いほどセルフ・ネグ
レクト状態の程度が高いことを意味する。自殺念慮については先行研究を基に孟
（2018）が開発した尺度を用いた。自殺念慮尺度は 6項目で構成されており，自殺念慮
に対するモデルの適合度は，CFI が 0.992, RMSEA が 0.067であり，尺度の信頼性は
Cronbach’s α＝0.840であった。回答は 4件法（「全然あてはまらない」「あまりあてはま
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らない」「だいたいあてはまる」「とてもあてはまる」）で求め，得点範囲は 0～18点で
ある。得点が高いほど自殺念慮の程度が高いことを意味する。

2-3．解析方法
本研究では，調査対象者の基本属性の分布と基本属性による尺度の下位因子の間の差
異を確認するため，頻度分析，t-test, ANOVA を実施した。なお，分析に用いた変数間
の関係を検討するための相関関係分析を行い，測定尺度の信頼性は Cronbach’s α 信頼
性係数を算出した。高齢者のセルフ・ネグレクトを独立変数，自殺念慮を従属変数とし
た因果関係モデルを構築し，まず，各変数の妥当性は確認的因子分析を用いて因子構造
の側面からみた構成概念妥当性を検討した。その上で，構造方程式モデリングを用いて
因果関係モデルのデータに対する適合度及び変数間の関連性の検討を行った。さらに，
因果関係モデルに基本属性を統制変数として投入し，モデルの適合度と変数間の関係を
分析した。モデルの適合度は，適合度指標である CFI（Comparative Fit Index），
RMSEA（Root Mean Squares Error of Approximation）で判定した。一般的に，CFI は 0.9

以上，RMSEA は 0.08以下であれば，モデルがデータに適合していると判断される。
なお，モデルの標準化推定値（パス係数）の有意性は非標準化推定値を標準誤差で除い
た値の絶対値が±1.96以上（5％有意水準）であることを統計学的に有意と判断した。
分析には，SPSS 25.0と Mplus 8を使用した。

3．研究結果

3-1．調査対象者の属性分布及び属性による主要変数の差異検証
調査対象者 373名の属性分布と平均比較の分析結果は表 1の通りである。まず，属性
分布をみると，回答者の性別は，「男性」が 98名（26.3％），「女性」が 275名（73.7％）
であった。年齢は，「75～85歳」が 219名（58.7％）と最も多く，次いで「65～74歳」
が 102名（27.3％），「85歳以上」は 52名（13.9％）であった。月収は，「5万円未満」
が 259名（69.4％）と全体の約 7割を占め，次いで「5万円以上 10万円未満」が 104

名（27.9％），「10万円以上」は 10名（2.7％）であった。健康状態については，「悪い」
と回答した高齢者が 241名（64.6％）と最も多く，「とても悪い」51名（13.7％）と合
わせて約 8割を示した。
次に，調査対象者の属性によるセルフ・ネグレクトと自殺念慮に対する有意差を検討
するため，t-test と ANOVA を実施した結果，セルフ・ネグレクトは「月収」による差
が認められ，「5万円未満（M＝1.72）」，「5万円以上 10万円未満（M＝1.60）」，「10万
円以上（M＝1.34）」の順であった（F＝4.54＊）。健康状態については，「とても悪い（M
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＝1.77）」，「悪い（M＝1.72）」，「良い（M＝1.46）」，「とても良い（M＝1.33）」の順でセ
ルフ・ネグレクト状態の程度が高く現れた（F＝7.31＊＊＊）。なお，月収による自殺念慮
は，「5万円未満（M＝2.19）」，「5万円以上 10万円未満（M＝2.00）」，「10万円以上（M
＝1.71）」の順で，月収が少ないほど自殺念慮の程度が高いことが確認された（F＝
5.72＊＊）。健康状態は，「とても悪い（M＝2.46）」，「悪い（M＝2.13）」，「良い（M＝
1.88）」，「とても良い（M＝1.88）」の順で，健康状態が良くないほど自殺念慮の程度が
高いことを確認できた（F＝10.24＊＊＊）。
セルフ・ネグレクト（個人衛生，健康行動，居住環境），自殺念慮の間の相関関係分
析を実施した結果（表 2）では，全ての変数の間に統計的有意性（p＜.01）が認められ
た。すべての相関係数は，.312～.723の間に分布されており，.8以上の高い水準の相関
関係がみられる係数はなかった。

表 1 対象者の属性分布と平均比較

表 2 各変数間の相関関係
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3-2．セルフ・ネグレクト尺度と自殺念慮尺度の妥当性・信頼性の検討結果
高齢者のセルフ・ネグレクト尺度の 3因子二次因子モデルのデータに対する適合度
は，CFI が 0.946, RMSEA が 0.082であった（図 1）。セルフ・ネグレクト尺度の信頼性
は Cronbach’s α＝0.925であり，「個人衛生」5項目では 0.891，「健康行動」4項目では
0.805，「居住環境」4項目では 0.835であった。3つの潜在変数から 13観測変数に向か
うパス係数の範囲は 0.655～0.870であり，すべて統計学的に有意（p＜0.001）であるこ
とが確認された。具体的には，「個人衛生」は 0.665～0.870，「健康行動」は 0.655～
0.793，「居住環境」は 0.697～0.849であった。自殺念慮尺度の 6項目 1因子モデルのデ
ータに対する適合度は，CFI が 0.978, RMSEA が 0.081であり，自殺念慮尺度の信頼性
は Cronbach’s α＝0.876であった（図 2）。潜在変数から観測変数に向かうパス係数の範
囲は 0.614～0.828であり，すべて統計学的に有意（p＜0.001）であった。

表 3 セルフ・ネグレクト項目の回答分布
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3-3．高齢者のセルフ・ネグレクトと自殺念慮の関連性
高齢者のセルフ・ネグレクトと自殺念慮の関係を構造方程式モデリングで分析した結
果，因果関係モデルのデータへの適合度は，CFI が 0.940, RMSEA が 0.055であり，因

図 1 セルフ・ネグレクト尺度の構成概念妥当性

図 2 自殺念慮尺度の構成概念妥当性
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果構造モデルのデータに対する適合度が許容できる範囲であった（図 3）。具体的には，
自殺念慮に対してセルフ・ネグレクトが統計学的に有意な正の関連性（0.407, p＜
0.001）を示し，独居高齢者のセルフ・ネグレクトが自殺念慮に影響することが明らか
にされた。なお，統制変数の中では，月収のセルフ・ネグレクトに対する負の関連性
（－0.114, p＜0.05）が，健康状態のセルフ・ネグレクトに対する正の関連性（0.203, p＜
0.001）が統計学的に認められた。そして自殺念慮については健康状態のみが正の関連
性（0.197, p＜0.001）を認めた。自殺念慮に対する説明率は 26.4％であった。

4．考 察

急速な高齢化の進展に伴い，今後もセルフ・ネグレクト状態にある高齢者数の増加が
予想される中，韓国ではセルフ・ネグレクトに対する予防が重要な福祉課題となってい
る。セルフ・ネグレクトは消極的自殺とも呼ばれ（Thibault et al 1999 : 30-31），不適切
な衛生管理と健康管理だけでなく，極端なセルフ・ネグレクト状態は物屋敷あるいは誰
にも看取られずに自宅で死亡する孤立死に至る危険性が非常に高い。なお，セルフ・ネ
グレクトが死亡率の増加に影響を及ぼすという報告もある（Dong et al 2009）。本研究
では，これまでにほとんど明らかにされていないセルフ・ネグレクトと自殺の関連性を

図 3 高齢者のセルフ・ネグレクトと自殺念慮との関係
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実証的に検証することを目的に，韓国の A 市にある老人見守り基本サービスの遂行機
関 3箇所を利用する独居高齢者に対してアンケート調査を実施した。その結果をまとめ
ると以下の通りである。
第一に，調査対象者の属性によるセルフ・ネグレクトと自殺念慮に対する有意差を検
討した結果，月収と健康状態の程度で統計学的な有意差が確認された。セルフ・ネグレ
クトについては，月収が少ないほど（F＝4.54＊），また健康状態が悪いほど（F＝
7.31＊＊＊）セルフ・ネグレクト状態の程度が高く現れた。この結果は，経済的状態（李
ら 2014；孫ら 2016）と健康状態（Dong et al 2010）がセルフ・ネグレクトに影響する
という先行研究の結果を支持するものと考えられる。自殺念慮については，月収が少な
いほど（F＝5.72＊＊），また健康状態が悪いほど（F＝10.24＊＊＊）自殺念慮の程度が高く
現れた。一方，セルフ・ネグレクトと自殺念慮について，性別と年齢による有意差は認
められなかった。
第二に，高齢者のセルフ・ネグレクトと自殺念慮との関係を構造方程式モデリングで
分析した結果，その因果関係モデルのデータへの適合度（CFI＝0.940, RMSEA＝0.055）
が統計学的に許容水準を満たした。高齢者の自殺念慮に対してセルフ・ネグレクトが統
計学的に有意な正の関連性（0.407, p＜0.001）を示し，セルフ・ネグレクト状態の程度
が高いほど自殺念慮の程度も高くなることが明らかとなった。この研究結果は，極端な
セルフ・ネグレクトの状態にある高齢者ほど自殺念慮を有する傾向がある研究（Dong
et al 2017）の結果を支持するものと思料される。なお，高齢者のセルフ・ネグレクト
と自殺念慮の因果関係モデルに統制変数を投入した結果からは，月収が少ないほど
（－0.114, p＜0.05），健康状態が悪いほど（0.203, p＜0.001）セルフ・ネグレクト状態の
程度が高く，健康状態が悪いほど（0.197, p＜0.001）自殺念慮の程度が高くなることが
明らかとなった。
2014年にセルフ・ネグレクトの高危険群とみられる独居高齢者に対する見守り支援
が「老人見守り基本サービスの事業案内」に位置付けられた。高危険群の独居高齢者と
判断される老人見守り基本サービスの利用者に対しては，独居老人生活管理士による定
期的な安否確認サービスなどが実施されることになっている。したがって，まずは，毎
年独居老人生活管理士により実施される現況調査を通してセルフ・ネグレクトと自殺に
至る可能性が高い高危険群高齢者を的確に把握することが重要となる。その上で，定期
的な安否確認を通して利用者の日常的な様子を確認し，必要に応じては精密なスクリー
ニングや他機関連携を行うことが考えられる。そのためには，セルフ・ネグレクトに対
する支援する側の共通理解を図り，多分野専門機関のネットワークの構築・強化が求め
られる。
本研究は，これまでの研究においてほとんど検証されていない高齢者のセルフ・ネグ
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レクトと自殺念慮との関連性を検討した基礎研究として位置づけられる。そしてセル
フ・ネグレクトと自殺念慮との有意な関連性が認められた本研究の結果から，高齢者の
自殺問題を緩和するためにはセルフ・ネグレクトへの予防的介入が重要であることが示
唆された。しかし，セルフ・ネグレクトに関する理論研究を始め，理論を基に仮説検証
を行った学術論文は極めて少ないため（鄭 2019），理論に基づいた仮説モデルの検証に
は限界がある。なお，本研究の分析結果では，セルフ・ネグレクトと自殺念慮の関連性
が高い水準とはいえず，他の要因との関係やプロセスを明らかにしていく課題は残され
ている。本研究は韓国の A 市にある老人見守り基本サービスを利用する独居高齢者を
対象に実施した研究であり，今後の日本での調査で同様の研究結果が得られるとは限ら
ない。鄭ら（2019）の研究でも述べられているよう，日本語版のセルフ・ネグレクト尺
度の妥当性と信頼性の検討とともに，高齢者のセルフ・ネグレクトと自殺念慮の関連性
を実証的に検証することも課題である。

付記
本研究は，JSPS 科研費（課題番号 19 K 23259，研究代表者：鄭煕聖）の助成を受けたものであり，研究

成果の一部である。
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The purpose of this study is to empirically verify the relationship between the self-neglect
and suicidal ideation of Korean elders who live alone. Individual visiting research was conducted
using surveys on elderly people who use organizations that provide basic care services for older
adults living alone located in A city. Analysis conducted using a structural equation model on
the relationship between the self-neglect and suicidal ideation of Korean elders who live alone
showed that the structural model of this study fit (CFI＝0.940, RMSEA＝0.055). With regard to
the suicidal ideation of the elderly, self-neglect had a statistically significant positive correlation
(.407, p＜0.001) and stronger states of self-neglect led to higher levels of suicidal ideation. In
the study, discussions were made regarding the importance of self-neglect prevention in relieving
the suicide problems of the elderly based on the research results.

Key words : Korean elders who live alone, Self-neglect, Suicidal ideation, Structural equation
model
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